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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な
く
新

年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
町
会
自
治

会
連
合
会
の
活
動
に
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
５
年
度
は
、
度
重
な

る
大
型
台
風
、
箱
根
や
阿
蘇
山

の
噴
火
、
ま
た
各
地
で
群
発
し

た
地
震
な
ど
自
然
の
驚
異
を
ま

じ
ま
じ
と
見
せ
つ
け
ら
れ
た
一

年
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
化
が

急
速
に
進
む
現
在
、
い
ざ
災
害

が
起
き
る
と
、
自
分
だ
け
の
力

で
は
限
界
が
あ
り
、
や
は
り
隣

近
所
と
の
助
け
合
い
が
大
き
な

力
と
な
っ
て
き
ま
す
。
町
会
自

治
会
連
合
会
で
は
、『
向
こ
う
三

軒
両
隣
』
の
考
え
の
も
と
和
と

絆
を
大
切
に
各
種
団
体
と
の
連

携
を
さ
ら
に
強
め
、
発
展
的
に

行
う
新
し
い
事
業
な
ど
、
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
、
そ

し
て
魅
力
が
あ
ふ
れ
る
街
づ
く

り
を
行
政
と
協
働
で
推
進
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
ゆ
る
や
か
で
あ

り
ま
す
が
、
景
気
が
上
向
い
て

い
く
よ
う
で
す
。
皆
様
が
期
待

で
き
る
よ
う
な
景
気
回
復
に
な

れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年

が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
よ
り

よ
い
１
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

ご
祈
念
申
し
上
げ
年
頭
の
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

八
王
子
市
町
会
自
治
会
連
合
会
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本
年
も
行
く
ぞ
！

（
北
条
氏
照
ま
つ
り
よ
り
）
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―
―
今
日
は
、
元
八
王
子
地
区

の
皆
さ
ん
で
、
こ
の
エ
リ
ア
の

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
を
語
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
、
と
存
じ
ま

す
。
も
と
も
と
明
治
時
代
、
こ

こ
は
神
奈
川
県
南
多
摩
郡
元
八

王
子
村
だ
っ
た
ん
で
す
よ
ね
。

福
田　

そ
れ
が
同
じ
く
明
治
時

代
、
南
多
摩
郡
が
そ
っ
く
り
そ

の
ま
ま
東
京
に
編
入
さ
れ
て
。

そ
し
て
昭
和
30
年
、
元
八
王
子

村
が
、
八
王
子
市
に
編
入
し
た

ん
で
す
ね
。
私
の
住
ん
で
い
る

大
柳
町
も
、
私
が
小
さ
い
頃

は
、
農
家
だ
け
30
世
帯
。
そ
れ

が
今
で
は
、
６
０
０
世
帯
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
今
で
は
こ
の

元
八
王
子
エ
リ
ア
、
27
町
会

で
、
約
1
万
世
帯
が
元
八
王
子

地
区
町
会
自
治
会
連
合
会
に
入

っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
本

当
に
、
戦
後
、
急
激
に
人
口
が

増
え
た
エ
リ
ア
な
ん
で
す
よ
。

で
も
ま
だ
ま
だ
、
農
村
地
帯
だ

っ
た
、
の
ん
び
り
し
た
雰
囲
気

は
残
っ
て
い
ま
す
。

八
木
下　

今
の
60
歳
以
上
の
人

達
の
時
代
は
、
元
八
王
子
小
中

学
校
、
各
一
校
し
か
な
か
っ
た

の
で
、
皆
、
同
窓
生
だ
っ
た
ん

で
す
。
１
時
間
く
ら
い
、
歩
い

て
通
う
人
も
い
た
。
昭
和
40
年

頃
ま
で
は
、
１
キ
ロ
先
ま
で
見

え
る
く
ら
い
、
何
も
な
か
っ
た

か
ら
ね
（
笑
）。

―
―
こ
の
牧
歌
的
な
雰
囲
気
に

憧
れ
て
、
移
り
住
ん
だ
方
々
も

多
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

昨
年
も
さ
る
10
月
に
、
第
４
回

目
と
な
る
「
北
条
氏
照
ま
つ

り
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

福
田　

は
い
、
こ
の
祭
り
は
、

元
八
王
子
地
区
町
会
自
治
会
連

合
会
が
主
催
し
て
い
ま
す
。
本

当
に
町
会
自
治
会
員
の
汗
と
涙

の
結
晶
と
も
言
っ
て
い
い
、
祭

り
で
す
。

飯
田　

４
回
目
に
し
て
、
こ
の

エ
リ
ア
５
万
人
を
束
ね
た
祭
り

八
王
子
市
片
倉
町
１
４
０
４ 

☎
０
１
２
０－

４
４
５－

７
５
５

０
４
２－

６
３
６－

１
１
５
５

納
得
の

ホ
リ
デ
ー
車
検
八
王
子

＜対談御出席者＞

●座談会　参加者
福田一訓氏（大柳町会）
橋本和男氏（元八王子二丁目町会）
飯田勝氏（つつじヶ丘自治会）
八木下友吉氏（大楽寺神戸町会）
野崎忠行氏（叶谷町会）

元
八
王
子
地
区
特
集
①

　
地
区
の
皆
様
の
対
談

「
北
条
氏
照
ま
つ
り
」
は
、

町
会
自
治
会
の
皆
で
作
っ
て
き
ま
し
た
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だ
な
あ
と
い
う
実
感
を
持
て
ま

し
た
。
こ
の
ま
ま
、
八
王
子
ま

つ
り
、
い
ち
ょ
う
ま
つ
り
と
並

ぶ
祭
り
に
発
展
し
て
い
っ
て
ほ

し
い
な
あ
と
願
っ
て
い
ま
す
。

野
崎　

私
は
警
備
担
当
な
の

で
、
１
回
目
か
ら
現
場
の
方
担

当
で
本
部
を
見
て
い
な
い
ん
で

す
よ
。
警
備
も
全
部
、
町
会
自

治
会
の
メ
ン
バ
ー
が
担
当
し
て

い
ま
す
か
ら
ね
。
い
つ
も
、
後

日
、
祭
り
の
写
真
を
見
て
、「
あ

あ
、
本
部
で
は
こ
ん
な
こ
と
を

や
っ
て
い
る
の
か
あ
」
と
。
祭

り
は
、
安
全
に
や
っ
て
当
た
り

前
。
事
故
が
あ
る
と
、
祭
り
の

存
続
が
危
う
く
な
る
。
そ
の
心

意
気
で
皆
、
警
備
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

橋
本　

出
し
物
も
、
毎
年
違
う

こ
と
を
や
っ
て
奇
を
て
ら
う
よ

り
、
同
じ
こ
と
を
継
続
し
て
や

る
の
が
、
結
局
、
長
く
続
け
ら

れ
る
秘
訣
な
の
で
は
？
と
思
い

ま
し
た
。

福
田　

氏
照
ま
つ
り
に
関
し
て

は
、
以
前
は
運
動
会
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
高
齢
化
や
選
手

が
集
ま
ら
な
い
と
い
う
声
が
あ

り
、
当
時
の
役
員
た
ち
か
ら
、

「
八
王
子
ま
つ
り
の
元
八
王
子

版
を
」
と
い
う
声
が
出
た
ん
で

す
。
と
こ
ろ
が
、
神
輿
も
な
い

し
、
た
だ
パ
レ
ー
ド
で
は
つ
ま

ら
な
い
。
な
ら
ば
、
八
王
子
城

に
は
、
北
条
氏
照
。
小
田
原
、

寄
居
に
は
兄
弟
が
い
る
。
よ
そ

は
、
そ
の
祭
り
を
や
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
元
八

王
子
で
も
や
ろ
う
と
。

―
―
だ
か
ら
、
他
の
町
の
方
々

の
参
加
も
多
い
の
で
す
ね
。

八
木
下　

そ
う
、
あ
と
、
出
店

も
プ
ロ
を
入
れ
る
の
で
は
な

タ
タ
ミ
の
こ
と
な
ら『
タ
タ
ミ
の
あ
な
み
ず
』へ

シ
ョ
ー
ル
ー
ム
あ
り
ま
す

八
王
子
市
片
倉
町
４
４
０－
６
☎
０
４
２－

６
３
７－

３
４
５
９

川
　　　町

元八王子
一丁目

元
　八
　　王
　　　子
　　　　二
　　　　　丁
　　　　　　目

元八王子三丁目

弐
　分
　　方
　　　町

大
　楽
　　寺
　　　町

上壱分方町

諏
  訪
　  町

泉
  町

叶
  谷
　  町

四  

谷  

町

横
  川

　町

諏
訪
団
地

　自
治
会

大
柳
町
会

諏
訪
中
町
会

諏
訪
上
町
会

川
町
町
会

諏
訪
下
町
会

四
谷
町
町
会

泉
町
町
会

叶
谷
町
町
会

緑
が
丘
町
会

大
楽
寺

　関
口
町
会

大
楽
寺

千
本
木
町
会 横

川
五
丁
目
町
会

つ
つ
じ
ヶ
丘

　
　自
治
会

横
川

四
丁
目
町
会

横
川

三
丁
目
町
会

横
川

二
丁
目
町
会

横
川

一
丁
目
町
会

元
八

一
丁
目
町
会

元
八

二
丁
目
町
会

元
八

三
丁
目
町
会

さ
つ
き
野

住
宅
自
治
会

弐
分
方

一
丁
目
町
会

弐
分
方

二
丁
目
町
会

松
子
舞

　
　自
治
会

上
壱
分
方

　神
戸
町
会

大
楽
寺

　神
戸
町
会

番号 町　会　名 町会自治会会長
1 大楽寺町神戸町会 八木下　友　吉
2 大楽寺町関口町会 丹　沢　富美子
3 大楽寺町千本木町会 大　岡　則　之
4 上壱分方町神戸町会 内　田　　　寛
5 大柳町会 福　田　一　訓
6 諏訪団地自治会 菊　池　和　夫
7 諏訪下町会 秋　野　孝　三
9 諏訪中町会 市　川　隆　明
10 諏訪上町会 山　中　崇　弘
11 四谷町会 杉　崎　哲　永
12 叶谷町会 野　崎　忠　行
13 泉町町会 田　辺　幹　夫
17 横川町一丁目町会 松 本　　 明
18 横川町二丁目町会 井　上　英　之
19 横川町三丁目町会 鈴　木　孝　明
20 横川町四丁目町会 森 島　　 昭
21 横川町五丁目町会 町　田　勝　利
22 緑が丘町会 木　村　卓　也
23 つつじヶ丘自治会 飯 田　　 勝
24 さつき野自治会 石　谷　光　夫
25 壱分方町一丁目町会 在　原　隆　夫
26 壱分方町二丁目町会 須　藤　光　幸

番号 町　会　名 町会自治会会長
27 川町町会 島　崎　美　成
28 元八王子町一丁目町会 虎　見　精　一
29 元八王子町二丁目町会 橋　本　和　男
30 元八王子町三丁目町会 常　盤　広　敏
32 松子舞自治会 上　原　直　樹

　協力委員

合　　計 27名　
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く
、
皆
、
手
作
り
、
町
会
自
治

会
発
と
い
う
の
に
こ
だ
わ
っ
て

い
ま
す
。
出
し
も
の
も
、
地
域

の
民
謡
会
や
よ
さ
こ
い
、
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
を
中
心
に
。

飯
田　

昨
年
は
、
市
長
に
馬
に

乗
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
今
年
は
、
馬
に
乗
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
ね
。

橋
本　

昨
年
は
、
八
王
子
城
跡

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
で
、
東
京
都

立
大
名
誉
教
授
の
講
演
も
あ
っ

て
、
百
名
以
上
集
ま
り
大
盛
況

で
し
た
。

野
崎　

結
構
遠
方
か
ら
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
、
横

浜
や
都
内
か
ら
。
今
、
お
城
と

歴
史
は
ブ
ー
ム
で
し
ょ
、
そ
の

意
味
で
も
、
こ
の
祭
り
は
意
義

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

福
田　

あ
と
は
、
後
継
者
。
今

の
町
会
自
治
会
長
も
委
員
も
70

代
80
代
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
、
持
た

な
い
。
な
ん
と
か
、
地
域
の
40

代
50
代
に
協
力
し
て
ほ
し
ん
で

す
よ
ね
。

八
木
下　

ま
あ
、
40
代
50
代
が

無
理
だ
と
し
て
も
、
定
年
し
た

男
性
が
地
域
の
た
め
に
社
会
貢

献
し
て
く
れ
れ
ば
な
、
と
。
参

加
し
た
い
と
い
う
方
は
、
ど
ん

ど
ん
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

―
―
そ
う
で
す
よ
ね
、
町
会
自

治
会
活
動
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ

る
方
々
は
、
皆
お
若
い
。
そ
れ

は
頭
も
体
も
使
っ
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
今
年
の

「
北
条
氏
照
ま
つ
り
」
が
ま

た
、
楽
し
み
で
す
ね
。

裏方として地元の皆が祭りを支えています

まつりの発案者の一人、
福田連合会長

キャラクター『うじてるくん』は
子供たちに大人気

☎
０
４
２－

６
６
１－

２
５
２
４

町
会
自
治
会
の
行
事
に
。お
に
ぎ
り
弁
当
・
巻
寿
司
弁
当
ご
注
文
受
付
中

米
ち
ゃ
ん

あなたは大丈夫？
イビキをかく人の80％は、
睡眠時無呼吸症候群
睡眠時無呼吸症候群は、睡眠中に何度も呼吸が止まる状態を繰り返
す病気です。これにより、睡眠の質の低下や、血液中の酸素濃度の
低下が起こります。高血圧や不整脈などの合併症や、日中の眠気に
より、交通事故などを起こしやすいと言われています。

東京天使病院 （睡眠呼吸センターをお呼び出しください）
詳しくは→http://www.angelcourt.or.jp

毎晩大きないびきをかく
睡眠中に呼吸が止まっていたと指摘されたことがある
しっかり睡眠をとっているのに、昼間に眠くなることがある
寝たはずなのに、起きた時に疲れが残っている

メタボリックシンドロームの傾向がある

まずは
チェックして
みましょう！

当院は、睡眠時無呼吸症候群の診断、治療を行っている日本睡眠学会認定機関です。
東京天使病院と東京天使病院附属駅前クリニックの 2か所で受診できます。
受診を希望される方は、お電話でご相談ください。

☎042-651-5332（外来受付）

❶
❷
❸
❹
❺

検査技師の粕谷さん

ひとつでも当てはまる場合、睡眠時無呼吸症候群の可能性があります。
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一
粒
の
実
の
目
出
度
さ
や
藪
柑
子

（
台
町
四
丁
目
　
田
中
亘
代
）

肩
上
げ
を
外
し
浴
衣
に
髪
飾
り（

追
分
町
　
戸
田
梅
子
）

子
か
ま
き
り
小
さ
な
鎌
を
か
か
げ
来
る

（
追
分
町

　
志
茂
さ
と
子
）

お
か
は
り
の
声
大
き
か
り
今
年
米

（
追
分
町
　
渡
辺
栄
子
）

虫
の
音
を
聞
き
分
け
宿
の
夕
餉
か
な

（
追
分
町
　
倉
嶋
定
子
）

を
み
な
子
の
女
優
に
似
た
る
パ
ナ
マ
帽

（
追
分
町
　
岩
野
政
江
）

飼
猫
の
名
は
モ
ネ
と
マ
ネ
と
の
投
稿
に

　
　

思
わ
ず
笑
み
て
新
聞
た
た
む

 

（
台
町
二
丁
目
　
狩
野
郷
子
）

知
ら
な
く
ば
そ
れ
で
良
か
り
し
こ
と
な
る
に

　
　

告
げ
く
れ
し
人
の
う
と
ま
し
き
か
な

 

（
打
越
町

　
古
屋
い
く
子
）

キ
ッ
チ
ン
の
吾
に
背
を
向
け
手
渡
さ
る

　

貼
る
オ
ン
パ
ッ
ク
ス
を〝
パ
ン
〞と
貼
り
や
る

 

（
戸
吹
町

　
市
川
と
し
子
）

あ
り
が
た
や
健
康
寿
命
超
え
た
日
々

 

（
平
岡
町

　
小
林

　
晃
）

バ
ク
、
元
気
で
す
か
？

バ
ク
を
高
尾
霊
園
に

葬
っ
て
か
ら
25
年
が

た
ち
ま
し
た
。
高
尾

霊
園
に
大
き
な
お
墓

を
作
っ
た
の
で
、
そ

の
後
、
う
ち
で
育
っ
て
亡
く
な
っ
た
猫
ち
ゃ
ん
た

ち
も
た
く
さ
ん
入
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
寂
し
く
な

い
で
し
ょ
？
桜
の
時
期
に
ま
た
、
会
お
う
ね
。

 

小
林
結
花
（
は
ち
ね
こ
カ
フ
ェ
代
表
）

高
尾
霊
園
物
語
　
連
載
そ
の
②

☎042-661-6853
まずはお電話ください。

大事なペットを亡くしたら、高尾に葬りませんか？

高乗寺・高尾霊園
犬猫墓地

バク

「地域猫」研修会を開催！（八王子市市民企画事業補助金による講座）
野良猫の糞尿や、野良猫被害をこうむっている町会自治会の方、来たる3月、
以下の要領で「地域猫研修会」が行われます。誰でも無料で参加できます。
●3月21日（月・祝日）　12時～（展示）13時30分～（講演会）
●場所　八王子市学園都市センター第4及び第5セミナー室
　（ＪＲ八王子駅前東急スクエア内）※当日直接会場にどうぞ。
●講師　髙木優治氏（新宿区人と猫の調和の取れた町づくり連絡協議会顧問）
　　　　伊東健一氏（八王子市保健所生活衛生課動物衛生担当）
●問い合わせ先　八王子猫のおうち探しの会（携帯080‐5496‐8838）
　http://hachineko.jp/

※
前
号
で
、
左
記
の
よ
う
な
ミ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

訂
正
す
る
と
と
も
に
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す

◆
短
歌

【
誤
】
草
に
似
た
河
鹿
の
声　
【
正
】
笛
に
似
た
河
鹿
の
声

◆
川
柳

【
誤
】
パ
ソ
コ
ン
ン
は
お
化
け
で
は
な
く
て

【
正
】
パ
ソ
コ
ン
は
お
化
け
で
な
く
て

お 詫 び

☎
０
４
２－

６
６
３－

２
２
２
２

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
地
域
か
ら
親
し
ま
れ
る
医
療
機
関
を
め
ざ
し
て

駒
木
野
病
院
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さ
る
11
月
11
日
は
「
介
護
の

日
」。
平
成
20
年
に
設
定
さ
れ

た
こ
の
介
護
の
日
も
昨
年
で
8

回
目
で
す
。
今
回
、「『
最
後
ま

で
自
分
ら
し
く
』
あ
る
た
め
の

看
取
り
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
、

第
一
部
を
加
藤
さ
ん
が
基
調
講

演
、
第
2
部
を
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
加
藤
さ

ん
と
数
井
学
先
生
他
4
人
の
パ

ネ
リ
ス
ト
が
意
見
を
交
換
し
ま

し
た
。

　

加
藤
さ
ん
の
基
調
講
演
の
タ

イ
ト
ル
は
「
い
つ
も
の
暮
ら
し

の
中
で
看
取
る
〜
終
末
期
は
人

そ
れ
ぞ
れ
」。

こ
れ
は
加
藤
さ
ん
が
ず
っ
と
訴

え
て
き
て
い
る
テ
ー
マ
で
も
あ

り
ま
す
。
加
藤
さ
ん
は
い
つ
も

言
い
ま
す
。「
私
た
ち
人
間
の

死
亡
率
は
１
０
０
％
。
そ
れ
だ

け
は
皆
に
平
等
な
の
」
と
。
ま

た
、「
家
で
死
に
た
い
。
そ
れ

は
当
た
り
前
。
家
で
は
最
期
ま

で
自
分
ら
し
く
い
れ
る
。
自
分

ら
し
く
死
ね
る
ん
で
す
」
と
も

言
い
ま
す
。
筆
者
も
、
約
４
年

9

介護の
加藤公恵の

本音

加藤公恵（かとうきみえ）

長年福祉と介護の世界にたず
さわる介護のエキスパート。

 

プロフィール

医療法人社団永生会　
在宅総合ケアセンター
センター長
介護統括管理部長

さる11月11日は
「介護の日」。加藤氏の
講演にはたくさんの方が
いらっしゃいました。

前
に
加
藤
さ
ん
と
お
会
い
し
た

時
は
、「
自
宅
で
介
護
な
ん
て

無
理
」
と
思
っ
て
い
た
方
で
し

た
。
が
、
そ
の
後
の
取
材
で
、

様
々
な
シ
ー
ン
を
見
る
に
つ

け
、「
自
宅
で
死
ぬ
の
が
一
番

幸
せ
な
ん
だ
」
と
思
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
は
施
設
。
施
設
と
自
宅

を
う
ま
く
い
っ
た
り
来
た
り

し
、
終
末
を
迎
え
ら
れ
る
の
が

理
想
。
優
し
い
口
調
で
そ
う
語

る
加
藤
さ
ん
の
講
演
を
聴
い
て

い
る
と
、
介
護
を
す
る
こ
と
、

死
に
ゆ
く
こ
と
へ
の
恐
怖
が
無

く
な
る
か
ら
不
思
議
で
す
。
加

藤
さ
ん
は
様
々
な
場
所
で
講
演

を
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
、
一
度
、
加
藤
さ
ん
の

「
生
声
」
に
触
れ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

永生病院　南多摩病院　永生クリニック　イマジン
永生病院

南多摩病院

http://www.eisei.or.jp 訪問看護ステーション    　めだか   　 とんぼ  　  ひばり   　いるか

Eisei Group SHUTTLE BUS

永生会総合コールセンター

0120-001-083

医療法人社団 永生会
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中
心
に
約
1
万
本
の
紅
白
の
梅

が
咲
く
の
で
す
。
各
梅
林
で
露

店
が
出
て
、
と
く
に
関
所
梅
林

で
は
お
琴
の
演
奏
、
野
点
が
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
お
ま
つ
り
で

は
、
い
つ
も
な
が
ら
、
浅
川
地

区
の
町
会
の
方
々
が
深
く
関
わ

っ
て
い
て
、
訪
れ
た
方
々
が
、

高
尾
浅
川
エ
リ
ア
の
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
、
力

を
尽
く
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
梅
ま
つ
り
が
終
わ
っ

た
ら
、
桜
で
す
。
こ
の
エ
リ
ア

に
は
、「
桜
が
見
事
な
お
寺
」

が
多
い
の
で
す
。
そ
の
中
で
お

勧
め
は
、
ま
ず
、
金
南
寺
（
西

浅
川
町
１
３
９
）。
本
堂
前
の

樹
齢
１
０
０
年
以
上
の
枝
垂
桜

は
、
観
る
も
の
を
陶
然
と
さ
せ

ま
す
。こ
こ
で
は
、4
月
8
日
、

お
釈
迦
様
の
お
誕
生
日
に
「
花

ま
つ
り
」
も
行
わ
れ
、
朝
９
時

か
ら
生
花
を
張
り
付
け
た
「
花

御
堂
」
に
甘
茶
を
か
け
て
お
参

り
し
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
お
す
す

め
が
「
高
乗
寺
」（
初
沢
町
１

４
２
５
）。
古
く
か
ら
ペ
ッ
ト

霊
園
（
高
尾
霊
園
）
と
し
て
も

有
名
な
お
寺
で
す
が
、
季
節
に

は
広
大
な
敷
地
を
桜
が
囲
み
ま

す
。
そ
し
て
こ
こ
も
、
枝
垂
桜

が
有
名
で
す
。
金
南
寺
、
高
乗

寺
と
も
、
ご
住
職
が
非
常
に
お

話
が
面
白
い
方
な
の
で
、
お
会

い
で
き
た
ら
、
ラ
ッ
キ
ー
。
き

っ
と
、
桜
と
と
も
に
ご
住
職
の

フ
ァ
ン
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し

ょ
う
。

　

そ
ろ
そ
ろ
来
ま
す
。
高
尾
浅

川
エ
リ
ア
が
花
々
で
あ
ふ
れ
る

シ
ー
ズ
ン
が
。

　

ま
ず
、
高
尾
浅
川
エ
リ
ア
で

花
と
い
え
ば
梅
。
今
年
は
、「
高

尾
梅
郷
梅
ま
つ
り
」
が
、
3
月

12
日
（
土
）、
13
日
（
日
）
に

行
わ
れ
ま
す
。
旧
甲
州
街
道
沿

い
約
4.5
㎞
区
内
に
点
在
す
る
関

所
梅
林
、
天
神
梅
林
、
湯
ノ
花

梅
林
、
木
下
沢
梅
林
、
そ
し
て

小
仏
川
沿
い
の
遊
歩
道
梅
林
を

PR特集

介
護
タ
ク
シ
ー
つ
ざ
き

介
護
タ
ク
シ
ー
の
ご
用
命
は

☎
０
９
０－

４
１
３
５－

３
３
７
１ http://w

w
w
.caretaxi-tsuaki.com

梅まつりの頃は、高尾浅川エリアは梅の香りに満ちます

高乗寺ホームページより 金南寺ホームページより

私
が
高
尾
に
住
み
た
い
理わ

由け　
〈
続
編
〉

梅
も
桜
も
あ
ふ
れ
る
ま
ち
、高
尾
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「地域の皆さんの運動指導も駅伝部でやれるように
計画している」と埴原さん（左）と右田理事長（右
から二番目）

右
田
病
院
・
新
し
い
病
院
経
営
の
か
た
ち

　
「
地
域
に
寄
り
添
う
」
新
し
い
病
院
経
営
の
形
を
模
索
し
続

け
る
右
田
病
院
。そ
の
一
つ
が
、「
右
田
病
院
駅
伝
部
」。数
人
か

ら
始
ま
っ
た
駅
伝
部
に
は
、今
や
20
人
の
部
員
が
。来
た
る
２
月

14
日（
日
）の
「
夢
街
道
駅
伝
」
に
も
出
走
し
、
な
ん
と
、
ア
ン

カ
ー
は
右
田
理
事
長
が
務
め
ま
す
。
駅
伝
部
主
将
の
日
体
大
出

身
の
看
護
師
さ
ん
埴
原
正
樹
さ
ん
（
42
）
は
、「
今
年
は
30
位

以
内
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
の
こ
と
。
皆
さ
ん
、
当
日
は
大

き
な
声
で「
右
田
さ
〜
ん
」と
叫
ん
で
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

八
日
町
４
丁
目
バ
ス
停
前 

☎
６
２
３－

８
２
６
６
／
京
八
徒
歩
１
分
☎
６
４
９－

８
３
５
６

身
体
の
痛
み
の
こ
と
な
ら
お
任
せ
下
さ
い
／
交
通
事
故・各
種
保
険
取
り
扱
い

健
幸
堂

NEWS ①  
町自連ロゴマーク作成！

現在、町自連の象徴となるロゴマークを作成し
ています。市内の大学にお声掛けして、募集し
たところ、3名の方から８点の応募がありました。
昨年末、その3名の方々に秋間会長から感謝状が
贈られました。春にはロゴマークが決定します。

NEWS ②  
町自連研修会のお知らせ

今年も研修会が下記の通り行われます。
防災に関する大事なお話です。奮ってご
参加ください。
●日時　 平成28年2月24日（水）13時30分開場

14時開演　16時閉会予定
●演題　 「防災講演会―『東京防災』の活用で

家族の命を守る」※『東京防災』の冊
子をご持参ください。

●講師　 山村武彦氏（防災危機管理アドバイザー　
防災システム研究所　所長）

●会場　いちょうホール、大ホール
●入場　 当日は「入場整理券」が必要となります。

※未加入町会および一般参加者で参加
をご希望の場合、当日会場で余席があ
る場合に限り、入場を受け付けます。

●問い合 わせ　八王子市町会自治会連合会事務局
☎042‐ 648 ‐ 6110

 
　　 Ｐ３「サン・ライフ」は斎場使用料30%オフ。
ただし、サン・ライフ直営斎場（八王子市内6
か所）に限ります。

　　 Ｐ８「セレモア」は、セレモアギフトカード＝
ファミリーライフクラブご入会金割引引換券を
プレゼント

※「町自連だより」を一部持参の方1人に対するサービスです
＜東京造形大学＞
左から三浦さん、秋間会長

＜東京純心大学＞　左から
秋間会長、木川さん、
佐々木さん、井上准教授、
大沢加住地区連合会長 ❶

❷

あ
な
た
の
人
生
、
あ
な
た
の
会
社
を

本
に
し
ま
せ
ん
か
？

㈱
ふ
こ
く
出
版

プ
ロ
の
編
集
者
が
あ
な
た
の
人
生
を
形
に
し
ま
す

八
王
子
市
万
町
34－
１　

☎
０
４
２－

６
２
２－

６
３
１
５


